
■定員 150名　■参加費 25,000円（税込）

日本初上陸 記念講演会
レーザー新付着術 LANAP® / LAPIP™ プロトコルがもたらす

歯周病治療法の効果と歯周組織再生の可能性、そして

インプラント周囲炎治療の臨床応用と有効性について

［会場］ 品川 ザ・グランドホール 東京都港区港南2丁目16-4  品川グランドセントラルタワー３F

2023 4.16 ［開場］12:00

〈主催〉 Institute of Advanced Laser Dentistry Japan
〈後援〉 ミレニアム・デンタル・テクノロジーズ ／ インサイシブジャパン株式会社

IALD Japan （日本先進レーザー歯科研究会）  TEL 03-6421-6103お問合せ

レーザーアシスト新付着術 レーザーアシストインプラント周囲炎処置
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横瀬敏志 先生
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LANAP® Protocol 共同開発者
LANAP®共同特許保有者
LAPIP™共同開発・特許保有者
ミレニアム・デンタルテクノロジー社代表
IALD学術代表責任者
ジョージタウン大学歯学部卒業

LANAP®認定医
広島大学歯学部口腔外科卒業
名古屋大学医学部口腔外科大学院修了（医学博士）
ハーバード大学歯周病学科大学院修了（歯学博士）
アメリカ歯周病・インプラント外科専門医
アメリカ歯周病学会認定医
テンプル大学歯学部 客員教授（歯周病・口腔インプラント学）
広島大学 歯学部 客員教授（口腔外科学）
東京医科歯科大学 歯周病科 非常勤講師

明海大学大学院修了／明海大学保存治療学分野教授／日本歯科保存学会理事
日本レーザー歯学会副理事長／日本歯内療法学会代議員

13:00 -17:00
日

LANAP® and LAPIP™ Protocol 
Evidence Based Laser Periodontal / 
Peri-Implantitis Treatments

レーザーを用いた中等度、重度歯周病治療

 （同時通訳）
ー LANAP®/ LAPIP™プロトコルがもたらす
　低侵襲アプローチの効果とその可能性について ー



アメリカ歯周病認定医の中でも広がりを見せる、科学的根拠に基づいた
新たなエビデンスベースの歯周病、インプラント周囲炎治療のスタンダードを目指して！

左記QRコードから、お申し込みください。
お申し込みはこちらから。

※お申込みいただきました後、参加費のお振込み先のご案内を後日メールにてお知らせ
　致します。概ね講演会の2カ月前にお送りする予定にしておりますのでご了承下さい。

真の再生への道

「レーザー新付着術 LANAP®/ LAPIP™ プロトコルがもたらす歯周病治療法の効果と
 歯周組織再生の可能性、そしてインプラント周囲炎治療の臨床応用と有効性について」

［日時］２０２３年４月１６日 １3:００～１7:００　［会場］ 品川 ザ・グランドホール

■定員 150名  ■参加費 25,000円（税込）

日本初上陸 記念講演会

レーザーを用いた新付着術LANAP®（Laser Assisted New Attachment Procedure）が新たな歯周病治
療の考え方としてアメリカで紹介されたのが2004年。それから今日まで20年近くに渡り数多くの臨床例と
学術的研究を元にエビデンスを積み重ね、科学的根拠に基づいたレーザーを用いた治療法として世界初、
そして唯一FDA（アメリカ食品医薬品局）からクリアランス（認証）を受けています。今回はこの新たな歯周病
治療法LANAP®及びインプラント周囲炎治療法LAPIP™を日本で初めてご紹介させていただきます。

今日、より多くの患者様は全身の機能と共に、自身の歯牙や口腔内のすべての機能が最期まで本来の働きを
維持できることを望まれていると考えられています。重度の歯周病処置にはこれまで歯周外科処置すなわち
フラップ手術以上の方法は無いと考えられてきました。しかし、外科処置を行うことで患者様の満足度やQOLが
著しく向上するかと言うと必ずしもそうでもないことや手に負えないケースでは抜歯以外の選択肢が無い場合
も多くあるようです。しかし、ロバート H グレッグⅡ先生を中心にレーザーによる治療でエビデンスを積み重ね、
新しい歯周病治療法LANAP®の術式確立に伴い状況は変わって参りました。現在アメリカ歯周病学会
（American Academy of Periodontology）会員の3割を超える先生方が歯周病、およびインプラント周囲炎
治療の選択肢の一つとしてLANAP®やLAPIP™プロトコルを考え、新たな科学的根拠に基づいた治療法と
してアメリカでの認知が広がって来ています。

今回、LANAP®/LAPIP™プロトコルの創始者であるロバート H グレッグⅡ先生にLANAP®/LAPIP™の概要と
その意義や患者様満足度、そして2022 アメリカ歯周病学会フェニックス大会において、ご自身の臨床例と共に
LANAP®プロトコルに関する発表を基調講演でされた和田圭祐先生に口腔外科医、歯周病専門医のお立場から
これまでの歯周病治療の基礎を踏まえて、日本におけるLANAP®/LAPIP™のご自身による実際の臨床ケースを
ご紹介いただき、これからの患者様の求めている治療に沿った考え方と可能性に関してお話ししていただきます。

講演会 お申し込み方法


